
 

 

 

■県の新年度予算編成・・・民主党重点事業等調査研究会説明から 
 1 月 1２、１３の両日、愛知県の新年度予算の重点事業等について会派説明がありました。初日に

知事政策局・総務部、県民生活部・防災局、農林水産部、警察本部、教育委員会、産業労働部、2日

目に、企業庁、健康福祉部・病院事業庁、建設部、地域振興部、環境部より各部質疑も合わせて一時

間ほど説明を受けました。 

【平成２４年度財政状況の試算―また収支不足 1,800億円】 

 現状試算では歳出は対前

年度▲177 億円。その内、

後期高齢者医療費負担金、

介護給付費負担金や児童手

当負担金の増など扶助費は

140 億円増、国の補正予算

関連基金事業費の減により

歳出の伸びが抑えられた形

となった。 

 歳入は対前年度▲1,977

億円。個人県民税は増加す

るものの法人二税は企業収

益の予測により厳しい状況、

今年度の予算編成で大村知

事が豪語？した通り減債基金1,296億円、財政調整基金530億円は今の時点では皆減となっている。 

このため、収支丌足は 1,800 億円となり、①今年度中の財源確保・経費節減による基金取崩の取止

め、②24 年度の最大限の財源確保、③臨時的・緊急避難的な措置(人件費の抑制等)等の対策を取らざ

るを得ない状況です。平成 20 年秋のリーマンショックによる景気の急減速以降、平成 21 年度予算

の試算では 4,900 億円、平成 22年では 2,800億円の収支丌足からのスタートでした。今年度は昨

年6月の新知事による肉付の補正予算1,593億円に対し当初1,000億円ほどの収支丌足となってい

たのは記憶に新しいところです。厳しい状況が続いています。 

【重点事業等】 

●中京独立戦略本部費･･･0.17憶円 知事政策局 

 名古屋市の都市機能と県の広域機能を一体化し世界と闘える大都

市づくりを戦略的に進める「中京独立戦略本部」等により 24 年

度末に向け中京都の目指すべき姿・方向性を取りまとめる。 

※先行 PT(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ）：中京都 庁舎重要文化財・開放 企業立地 観光プロモーション エネルギー リニア中央新幹線対応 

●あいちトリエンナーレ２０１３開催準備費･･･1.2億円 県民生活部 

 「揺れる大地―われわれはどこに立っているのか：場所、記憶、そして復活」をテーマに平成 25 年夏か

ら秋に愛知芸術文化センターやまち中等で開催予定。芸術監督は東北大学大学院工学研究科教授五

十嵐太郎氏。新年度は開催に向けての準備と PR 活動等。 

 

 

 

 

区 分 ２４年度試算 ２３年度 増減 備  考 

人件費 ７，２００ ７，１１７ ８３ 給与抑制分は見込んでない 

扶助費 ２，２００ ２，０６０ １４０ 後期高齢者医療費負担金の増ほか 

公債費 ３，６００ ３，５１８ ８２ 元利償還金の増ほか 

投資的経費 ２，１００ ２，２３７ ▲１３７ 国補正関連基金事業の減ほか 

税交付金等 ２，７００ ２，７８８ ▲８８ 
 

その他 ４，７００ ４，９５７ ▲２５７ 国補正関連基金事業の減ほか 

歳出計 ２２，５００ ２２，６７７ ▲１７７ 伸率９９．２％ 

県 税 ８，７００ ８，８２８ ▲１２８ 法人二税１，９６４→１，８００億円 

交付税等 ３，５００ ３，２００ ３００ 
 

県 債 ９００ ８７４ ２６ 
 

その他 ７，６００ ９，７７５ ▲２，１７５ 基金取崩１，８２４億円皆減等 

歳入計 ２０，７００ ２２，６７７ ▲１，９７７ 伸率９１．３％ 

収支不足 ▲１，８００    
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国の地方制度調査会は 

平成 25年 8月までに大都制度に

ついて結論。地域の自主・自立、

地方分権を進める中で、県と政

令市もしくは道州との関係など

日本の地方自治の骨格を考えな

ければなりません。 
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新年明けましておめでとうございます。                            後援会の新春互礼会は心機一転

会場を移して開催しました。寿ぎの参拝に身も引き締まる思いです。しかし旗開きも一段落したころ久々に３９．６度の熱が出て…常

在戦場ではありませんが油断大敵です。 未来へつづくまちづくり へ 本年も宜しくお願いします。  愛知県議会議員 鈴木じゅん 

 

「ESD」とは 
「持続可能な開発のための教
育/Education for Sustainable 

Development」の略。持続可能
な社会の実現を目指し、私たち
一人一人が、世界の人々や将

来世代、また環境との関係性
の中で生きていることを認識
し、よりよい社会づくりに参画

するための力をはぐくむ教育の
こと 

「国連ESDの10年」とは 
日本政府の提唱により第 57回

国連総会で決議された 2005年
から2014年までのESDの取組
強化期間のこと。推進機関は
ユネスコ 

●あいち地域安全戦略 2015･･･県民生活部 

 平成 24 年度から 27年度までの 4 年間に、県民総ぐるみ運動を展開し、刑法犯認知件数を対前年

比で毎年5％以上減少させ、平成27年までに10万件以下とする(政策指針2010-2015の目標) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地震被害予測調査費 

･･･1.03 億円 防災局 東日本大震災の課題を踏まえた本県の災害対応能力検証に全庁を挙げて取

組むとともに、連動発生を想定した被害予測調査を今年度に引続き国の調査と整合を取りながら実

施。今秋～冬に津波の想定が明らかに、最終報告は平成 25 年 6 月を予定。 

●フェンロー国際園芸博覧会出展事業費･･･0.19億円 農林水産部 

 オランダで開催される世界最高水準の大園芸博覧会 2012年フェンロー国

際園芸博覧会（フロリアード 2012）の日本国のスペースへ本県も出展。 

●犯罪抑止に向けた防犯カメラ設置事業費･･･0.39億円 警察本部 

 県下最大の歓楽街である栄地区に防犯カメラを増設(予算約 2700万円)するのをはじめ、住宅対象

侵入盗等の多発地区に防犯カメラを設置(無償貸不予算約 1200 万円)し街頭犯罪等の抑止を図る。 

●キャリア教育の推進･･･0.52億円 教育委員会 

 児童生徒の社会的・職業的自立に向けて必要な能力や勤労観・職業観を育むために地域の皆さんの

協力を得て取組んでいるキャリア教育に、高等学校【キャリアリンク講座事業－専門高校等 50 校、実践

的な指導の実施】、特別支援学校【ふれあい発見推進事業－小学部 6 年生、商店等で働く人の見学】を新規に設置。 

●航空宇宙産業海外展開支援事業費･･･0.07億円 産業労働部 

 本県で初めて開催される 2012 年国際航空宇宙展(JA2012)、第 29回宇

宙技術および科学の国際シンポジウム(第 29 回 ISTS)の開催支援と県内中

堅・中小企業の海外販路開拓支援。 

●地域医療再生基金事業費･･･25.56億円 健康福祉部 

 国の交付金(約130億円)から新年度は医師育成など第1次再生分約12億

円、小児・周産期等医療体制の構築、災害拠点病院における自家発整備へ

の助成など第 2次再生分約 13 億円を計上。 

●建築物耐震化推進事業･･･8.2億円 建設部 

 今年度の 6 月補正でも大幅に補助対象件数を増やしたが新年度も今年度同

様最大補助金額を 60万円から 90 万円に拡大して予算化。 

●「国連 ESDの 10年」最終年会合の地元開催準備費･･･0.08億円 環境部 

 2014 年本県で開催される国際会議の連絡調整と啓発イベントの開催等。 

 

 

 

 

 

 

4 日尾張大國霊神社儺追神事（国府宮はだか祭り） 

5 日そぶえイチョウ黄葉まつり表彰式 

11 日稲沢市社会福祉大会 

17 日变勲受章記念祝賀会 

 

５つの基本戦略 

①防犯意識の高揚 

②地域の防犯力の向上 

③犯罪が起きない生活環境

づくり 

④子どもの安全確保、女性・

高齢者等の防犯対策 

⑤重大犯罪(全国ワースト１の

住宅対象侵入盗・自動車関連窃

盗、振り込め詐欺 )・多発犯罪

(自転車盗・万引き、自販機ねら

い)への重点的な対策 

 

 

残念ながら昨年の交通事故死者数はまた全国ワースト１位。一昨年より２８人も

亡くなられた方が増加。稲沢警察署管内は一昨年より１名少ない２名の方でした。 

 

●  平成 15年：22万 5 千件超 

 

 
  
平成 7 年は 10 万件 

       ● 
 

愛知県の刑法犯認知件数の推移 
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